
資料３－２ 

1 

山岳部利用対策にかかる主な検討、取組の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
度

取
組

状
況

等
検

討
、

取
組

等
の

主
体

入
込

客
数

[入
山

者
数

]

平
成

２
年

度
1
8
7
,4

6
9
人

「
超

自
然

ス
ー

パ
ー

ネ
イ

チ
ャ

ー
屋

久
島

」
の

策
定

上
屋

久
町

（
森

林
文

化
溢

れ
る

島
づ

く
り

を
基

本
理

念
と

し
、

２
１

世
紀

に
向

け
た

屋
久

島
の

新
し

い
島

づ
く

り
を

目
指

し
た

構
想

レ
ベ

ル
に

お
い

て
整

理
）

平
成

３
年

度
2
2
1
,7

6
5
人

３
月

「
霧

島
屋

久
国

立
公

園
　

屋
久

島
縄

文
杉

登
山

の
あ

り
方

検
討

報
告

書
」
を

策
定

 (
【資

料
３

－
２

（付
属

１
）】

参
照

)
環

境
庁

（
登

山
道

の
荒

廃
や

屋
久

杉
の

根
や

幹
の

損
傷

な
ど

、
登

山
ル

ー
ト

の
課

題
と

整
備

方
針

、
具

体
的

な
整

備
方

策
を

整
理

）

平
成

４
年

度
2
4
1
,6

2
3
人

５
月

「
生

命
の

砂
一

握
り

運
動

」
開

始
（
～

平
成

６
年

度
）

鹿
児

島
県

（
登

山
者

に
呼

び
か

け
、

一
握

り
の

砂
を

縄
文

杉
の

根
元

ま
で

運
ん

で
も

ら
う

こ
と

で
根

系
の

露
出

を
防

止
）

１
１

月
「
屋

久
島

環
境

文
化

村
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
を

策
定

（
平

成
３

年
度

～
検

討
開

始
　

 【
資

料
３

－
２

（付
属

２
）】

参
照

）
鹿

児
島

県

（
自

然
を

利
用

す
る

活
動

を
調

整
・
管

理
す

る
手

法
の

１
つ

と
し

て
「
環

境
キ

ッ
プ

制
度

」
の

導
入

を
提

言
）

平
成

５
年

度
2
0
9
,2

1
9
人

３
月

「屋
久

島
環

境
文

化
財

団
」を

設
立

鹿
児

島
県

、
上

屋
久

町
、

屋

久
町

７
月

「屋
久

島
憲

章
」を

制
定

上
屋

久
町

、
屋

久
町

（屋
久

島
の

自
然

と
環

境
を

基
本

的
財

産
と

し
て

、
こ

の
資

産
の

価
値

を
高

め
な

が
ら

、
う

ま
く
活

用
し

て
生

活
の

総
合

的
な

活
動

範
囲

を
拡

大
し

、
水

準
を

引
き

上
げ

て
い

く
こ

と
を

原
則

）

１
２

月
屋

久
島

が
白

神
山

地
と

と
も

に
世

界
自

然
遺

産
に

登
録

平
成

６
年

度
2
3
3
,4

8
9
人

植
生

復
元

措
置

を
講

じ
る

た
め

縄
文

杉
周

辺
を

立
入

禁
止

林
野

庁

監
視

指
導

員
の

配
置

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

ポ
ス

タ
ー

掲
示

等
を

開
始

鹿
児

島
県

（山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

）

４
月

「
観

光
パ

ト
ロ

ー
ル

員
制

度
」
を

導
入

上
屋

久
町

５
月

入
山

者
の

急
増

に
対

し
て

「
環

境
キ

ッ
プ

制
度

」
を

検
討

（
鹿

児
島

県
知

事
会

見
）

鹿
児

島
県

７
月

「
屋

久
島

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

」
設

立
（

【資
料

３
－

２
（付

属
３

）】
参

照
）

関
係

行
政

機
関

・地
元

観
光

協
会

等

３
月

上
屋

久
営

林
署

と
下

屋
久

営
林

署
を

統
合

し
、

屋
久

島
営

林
署

と
屋

久
島

森
林

環
境

保
全

セ
ン

タ
ー

を
設

置
林

野
庁

山
岳

部
利

用
対

策
に

か
か

る
主

な
検

討
、

取
組

の
経

緯
（
１

／
５

）
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年
度

取
組

状
況

等
検

討
、

取
組

等
の

主
体

入
込

客
数

[入
山

者
数

]

平
成

７
年

度
2
5
6
,6

4
5
人

４
月

世
界

自
然

遺
産

生
態

管
理

官
を

設
置

環
境

庁

９
月

「
屋

久
島

世
界

遺
産

地
域

連
絡

会
議

」
を

設
置

（
平

成
１

４
年

度
～

上
屋

久
町

・
屋

久
町

を
メ

ン
バ

ー
に

追
加

）
環

境
庁

・
林

野
庁

・
鹿

児
島

県

「
屋

久
島

地
域

利
用

管
理

計
画

検
討

調
査

」
の

実
施

環
境

庁

１
１

月
「
屋

久
島

世
界

遺
産

地
域

管
理

計
画

」
を

策
定

環
境

庁
・
林

野
庁

・
文

化
庁

（
懸

念
さ

れ
て

い
る

一
部

地
域

へ
の

過
剰

な
利

用
に

伴
う

影
響

を
回

避
す

る
よ

う
、

遺
産

地
域

外
へ

の
利

用
の

分
散

を
図

り
、

人
の

入
込

み
に

よ
る

影
響

を
軽

減
）

２
月

縄
文

杉
周

辺
に

木
製

展
望

デ
ッ

キ
を

設
置

林
野

庁

平
成

８
年

度
2
5
2
,8

3
8
人

４
月

屋
久

島
世

界
遺

産
セ

ン
タ

ー
を

開
設

環
境

庁

７
月

屋
久

島
環

境
文

化
村

セ
ン

タ
ー

・
屋

久
島

環
境

文
化

研
修

セ
ン

タ
ー

を
開

設
鹿

児
島

県

平
成

９
年

度
2
6
3
,7

3
4
人

エ
コ

ツ
ア

ー
ガ

イ
ド

登
録

・
認

定
制

度
へ

の
協

力
や

資
質

向
上

の
た

め
の

講
習

会
等

を
開

始
環

境
文

化
財

団

「
屋

久
島

オ
ー

プ
ン

・
フ

ィ
ー

ル
ド

博
物

館
構

想
」
の

策
定

（
屋

久
島

の
自

然
、

文
化

等
を

博
物

館
に

見
立

て
て

、
保

存
、

展
示

等
を

行
い

、
地

域
振

興
を

図
ろ

う
と

す
る

構
想

）

上
屋

久
町

「
屋

久
島

登
山

道
整

備
構

想
」
の

策
定

上
屋

久
町

屋
久

島
観

光
連

絡
協

議
会

に
お

い
て

、
ガ

イ
ド

公
認

制
の

導
入

を
検

討
上

屋
久

町
・
屋

久
町

「
屋

久
島

の
自

然
地

形
に

お
け

る
保

護
と

利
用

の
あ

り
方

調
査

」
の

実
施

環
境

庁

「
屋

久
島

登
山

道
整

備
合

同
検

討
会

」
の

開
催

（
～

平
成

１
１

年
度

）
上

屋
久

町

平
成

１
１

年
度

2
6
0
,1

6
1
人

縄
文

杉
登

山
道

に
登

山
者

カ
ウ

ン
ト

装
置

を
設

置
鹿

児
島

大
学

「
Y
A
K
U

S
H

IM
A
マ

ナ
ー

ガ
イ

ド
」
を

作
成

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

「
屋

久
島

登
山

道
整

備
構

想
」
を

変
更

し
、

「
益

救
参

道
（
龍

神
杉

歩
道

）
整

備
計

画
」
を

策
定

上
屋

久
町

「
屋

久
島

の
登

山
道

等
整

備
方

針
検

討
調

査
」
の

実
施

環
境

庁

山
岳

部
利

用
対

策
に

か
か

る
主

な
検

討
、

取
組

の
経

緯
（
２

／
５

）
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年
度

取
組

状
況

等
検

討
、

取
組

等
の

主
体

入
込

客
数

[入
山

者
数

]

平
成

１
２

年
度

2
6
3
,0

7
7
人

５
月

町
道

荒
川

線
（
荒

川
林

道
）
の

乗
り

入
れ

規
制

を
開

始
山

岳
部

利
用

対
策

協
議

会
[4

4
,9

4
2
人

]
（
５

月
２

日
～

６
日

　
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
運

行
）

５
月

小
杉

谷
に

仮
設

ト
イ

レ
を

設
置

鹿
児

島
県

「
山

岳
部

利
用

管
理

方
策

検
討

調
査

」
を

実
施

環
境

庁

平
成

１
４

年
度

2
8
9
,5

3
5
人

マ
ナ

ー
ビ

デ
オ

を
作

成
環

境
省

[5
0
,5

7
8
人

]

大
株

歩
道

入
口

に
ト

イ
レ

を
設

置
鹿

児
島

県

平
成

１
５

年
度

3
1
4
,7

6
6
人

山
岳

部
保

護
の

た
め

の
協

力
金

に
つ

い
て

検
討

す
る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

設
置

（
～

平
成

1
9
年

度
）

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

[5
8
,7

5
0
人

]

１
０

月
屋

久
島

世
界

自
然

遺
産

登
録

１
０

周
年

記
念

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
「
環

境
キ

ッ
プ

制
度

」
に

関
す

る
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

）

平
成

１
６

年
度

屋
久

島
地

区
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

推
進

協
議

会
設

立
(平

成
2
1
年

度
～

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
法

に
基

づ
く
協

議
会

に
移

行
)

上
屋

久
町

・
屋

久
町

2
9
3
,8

3
2
人

「
屋

久
島

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
モ

デ
ル

事
業

」
の

実
施

（
～

平
成

１
７

年
度

）
環

境
省

「
屋

久
島

世
界

自
然

遺
産

地
域

保
全

対
策

調
査

」
の

実
施

（
～

平
成

１
７

年
度

）
環

境
省

[5
9
,0

6
9
人

]
平

成
１

７
年

度
3
1
6
,8

8
4
人

ア
ク

テ
ィ

ブ
レ

ン
ジ

ャ
ー

配
置

に
よ

る
巡

視
を

強
化

環
境

省
[6

8
,4

6
2
人

]

し
尿

の
搬

出
試

験
山

岳
部

利
用

対
策

協
議

会

「
屋

久
島

登
山

道
整

備
基

本
計

画
策

定
業

務
」
の

実
施

環
境

省

５
月

縄
文

杉
の

樹
皮

が
剥

離
被

害
に

遭
う

平
成

１
８

年
度

3
3
3
,2

2
4
人

登
山

者
カ

ウ
ン

タ
ー

設
置

（
大

株
歩

道
等

５
箇

所
）

環
境

省
[7

7
,6

5
3
人

]

グ
リ

ー
ン

・
サ

ポ
ー

ト
・
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

巡
視

を
開

始
林

野
庁

屋
久

島
ガ

イ
ド

登
録

制
度

運
用

開
始

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
協

議

会鹿
児

島
県

、
上

屋
久

町
、

屋

久
町

、
環

境
文

化
財

団

山
岳

部
利

用
対

策
に

か
か

る
主

な
検

討
、

取
組

の
経

緯
（
３

／
５

）
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年
度

取
組

状
況

等
検

討
、

取
組

等
の

主
体

入
込

客
数

[入
山

者
数

]

平
成

１
９

年
度

4
0
6
,3

8
7
人

１
０

月
上

屋
久

町
と

屋
久

町
が

合
併

し
、

屋
久

島
町

が
誕

生
屋

久
島

町
[8

1
,9

1
3
人

]

小
杉

谷
に

バ
イ

オ
ト

イ
レ

設
置

（
阪

急
交

通
社

提
供

）
屋

久
島

町
・
観

光
協

会

平
成

２
０

年
度

3
8
5
,9

8
7
人

４
月

「
屋

久
島

山
岳

部
保

全
募

金
」
を

開
始

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

[1
0
9
,0

9
1
人

]

平
成

２
１

年
度

3
2
7
,8

6
1
人

屋
久

島
山

岳
部

保
全

募
金

の
協

力
呼

び
か

け
人

を
試

験
的

に
配

置
（
８

月
・
１

１
月

）
山

岳
部

利
用

対
策

協
議

会
[1

0
5
,7

2
2
人

]

町
道

荒
川

線
の

乗
り

入
れ

規
制

を
強

化
（
Ｇ

Ｗ
期

間
、

７
月

～
９

月
）

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

山
岳

部
ト

イ
レ

の
あ

り
方

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
を

設
置

（
～

平
成

２
１

年
度

）
山

岳
部

利
用

対
策

協
議

会

「
屋

久
島

縄
文

杉
快

適
登

山
日

カ
レ

ン
ダ

ー
」
を

作
成

環
境

省

荒
川

登
山

口
の

ト
イ

レ
整

備
鹿

児
島

県

小
杉

谷
に

バ
イ

オ
ト

イ
レ

設
置

（
小

林
製

薬
提

供
）

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

マ
ナ

ー
ビ

デ
オ

を
改

定
環

境
省

４
月

、
７

月
携

帯
ト

イ
レ

の
導

入
を

開
始

「
試

験
実

施
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

」
（
４

月
）
、

「
特

定
期

実
施

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
」
（
７

月
）

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

６
月

「
屋

久
島

世
界

遺
産

地
域

科
学

委
員

会
」
を

設
置

遺
産

地
域

連
絡

会
議

８
月

屋
久

島
町

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
協

議
会

を
設

立
（
屋

久
島

地
区

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
協

議
会

か
ら

の
移

行
）

屋
久

島
町

１
月

荒
川

登
山

道
土

石
崩

落
（６

月
～

通
行

再
開

）

山
岳

部
利

用
対

策
に

か
か

る
主

な
検

討
、

取
組

の
経

緯
（
４

／
５

）
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年
度

取
組

状
況

等
検

討
、

取
組

等
の

主
体

入
込

客
数

[入
山

者
数

]

平
成

２
２

年
度

3
3
3
,0

0
0
人

屋
久

島
山

岳
部

保
全

募
金

の
協

力
呼

び
か

け
人

を
配

置
山

岳
部

利
用

対
策

協
議

会
[1

0
0
,2

4
9
人

]

町
道

荒
川

線
の

乗
り

入
れ

規
制

を
オ

ン
シ

ー
ズ

ン
完

全
実

施
（
３

月
～

１
１

月
）

山
岳

部
利

用
対

策
協

議
会

「
霧

島
屋

久
国

立
公

園
屋

久
島

地
域

整
備

計
画

策
定

業
務

」
の

実
施

」
環

境
省

１
１

月
「
屋

久
島

町
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

全
体

構
想

（
素

案
）
」
を

作
成

 (
【
資

料
３

－
２

（
付

属
４

）
】
参

照
)

（
縄

文
杉

登
山

ル
ー

ト
・
西

部
林

道
の

利
用

調
整

を
盛

り
込

み
）

平
成

２
３

年
度

６
月

縄
文

杉
に

至
る

大
株

歩
道

・
西

部
地

域
・
永

田
浜

の
ウ

ミ
ガ

メ
上

陸
地

の
利

用
調

整
を

盛
り

込
ん

だ
「
屋

久
島

町
自

然
観

光
資

源
の

利
用

及
び

保
全

に
関

す
る

条
例

案
」
否

決

屋
久

島
町

新
高

塚
小

屋
の

ト
イ

レ
整

備
及

び
常

設
の

携
帯

ト
イ

レ
ブ

ー
ス

を
設

置
環

境
省

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
協

議

会

注
２

：
入

山
者

数
は

、
環

境
省

の
縄

文
杉

・
宮

之
浦

岳
の

入
山

者
数

（
カ

ウ
ン

ト
数

）
の

合
計

値
注

１
：
入

り
込

み
客

数
は

、
種

子
屋

久
観

光
連

絡
協

議
会

の
入

島
者

数

山
岳

部
利

用
対

策
に

か
か

る
主

な
検

討
、

取
組

の
経

緯
（
５

／
５

）


